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「 初心に戻り、もう一度ロータリーに惚れよう」
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前回の例会報告

四つのテスト　言行はこれに照らしてから     1. 真実か　どうか   2. みんなに公平か   3. 好意と友情を深めるか    4. みんなのためになるかどうか　
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RI会長 ホルガー・クナーク

2020-21Presidential Theme

8月21日（金）

8月7日（金）

8月28日（金）

次回の例会案内

皆さん、今日は。来週は、お盆休みで例会は休会となりますが、今日は「お盆

の起源」について、諸説の中のある話をさせて頂きます。

昔、お釈迦様の十代弟子の一人でモッガラーナという神通力のすぐれた人がい

ました。彼は、亡くなった両親が死後の世界でどのように過ごしているか、得

意の神通力でみてみると、父親は天上界に生まれ変わつていましたが、母親は

餓鬼道 ( 仏教でいう六道の一つ ) に落ち、充たされない飢えと鬼からの責めにあって苦しむ

姿がみえたのです。

彼は、何とかして母親に神通力を使って食物を与えようと試みるが上手くいきません。そこで、お

釈迦様に相談したところ、こう言われました。もうすぐ 7月 15 日で、90 日間行う屋内での僧侶の

修行「安居 ( あんご )」が終わるので、疲れた僧侶達に食物の供養を施しなさい。そうすれば、供養

の一端で地獄にいる母親にも食物が口に入るかも知れないと。そこで、モッガラーナは沢山のご馳

走を施しました。すると、母親のみならず他の餓鬼道にいた者までが、天上界へと生まれ変わって

しまいました。これは、盂蘭盆会経というお経の中の話で、このことから 7月 15 日に、亡くなった

先祖の霊を供養するようになりました。盂蘭盆会を略してお盆というようになり、日にちも何かと

忙しい 7月 15 日を避けて、暇な 8月 15 日に変わっていきました。一説には、餓鬼道から天上界に

生まれ変わった者達が両手を上げて喜んだ様子が今の盆踊りになったという説もあります。「施し」

が他人の為に自分の知らないうちに為されているということが、ロータリーの精神と通じるものが

あると思い、述べさせて頂きました。

本日もよろしくお願いします。

会長挨拶

○現在会員　61名　　○出席者　 35名
○届欠席者    26名　     ○出席率 　57%

○開会点鐘　１2時３０分
○ロータリーソング斉唱　「我らの生業」
○会長挨拶
○幹事報告・委員会報告・同好会報告
○ニコニコ箱報告
○ロータリー財団寄付者発表
○米山記念奨学会寄付者発表
○クラブフォーラム　「会員増強委員会」
○閉会点鐘

○開会点鐘　１2時３０分
○ロータリーソング斉唱　「四つのテスト」
○会長挨拶
○幹事報告・委員会報告・同好会報告
○ニコニコ箱報告
○ロータリー財団寄付者発表
○米山記念奨学会寄付者発表
○卓　話

○閉会点鐘

橿尾輝之

ロータリークラブが新型コロナウイルスとの闘いを支援 ...

福井市福祉保健部　障がい福祉課
課長　中村ナオミ様

新型コロナウイルスの猛威により世界に不安と困難な状
況が広がる中、ロータリー会員と参加者たちが画期的な方
法で支援し、離れていても手を差し伸べる方法があること
を示しています。
　奉仕と行動を大切にするロータリー会員は、地域社会で
率先してプロジェクトを立ち上げ、支援を必要とする人び
とへの援助を行っています。しかし、多くの地域で生活が
急変しており、保健専門家らは、人びとが互いの距離を空
け、感染力の強いこのウイルスの拡大防止のために必要で
あれば自己隔離することを呼びかけています。

　「疾病の予防と治療」はロータリーの主な活動分野の一つです。これまでも会員は、適切な手洗いや感染予
防法について啓発活動を行い、医療従事者への研修や医療機器を提供してきました。現在は、各地の保健当局
による新型コロナウイルス情報の周知を援助し、パンデミック（世界的大流行）によって多大な負担を強いら
れている医療施設や病院に防護用品を寄贈するといった活動を行っています。
　新現在までに、以下のようなさまざまな方法で会員が地域社会を支援しています：
感染の被害が最も大きな国の一つであるイタリアでは、第2080地区内のクラブが寄付を募り、多くの患者を
かかえる病院のために人工呼吸器と防護用品を購入しました。さらに、中国での流行が最悪となった際には、
現地での感染拡大防止のため、同地区のクラブがマスク購入用に21,000ドル以上を集めました。



ロータリー財団　寄付者

米山記念奨学会　寄付者

26 名 　　27,000 円　　今年度累計　143,000 円

ニコニコ箱報告（順不同/敬称略）

23 名　24,000 円

15 名　16,000 円

12:00～12:30

18:00～18:30

　2020.8/7
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クラブ会報委員長/ 稲津敬史

県内クラブ
例会日

ビジター受付

火曜日

月曜日

水曜日 木曜日 金曜日

福井南RC

福井東RC

（ザ・グランユアーズフクイ）

（福井繊協ビル 8F）

勝山RC
（勝山市民活動センター）

（AOSSA 3F）
武生RC

（武生商工会館）

若狭RC
（ホテルせくみ屋）

福井フェニックスRC

丸岡RC

（ザ・グランユアーズフクイ） （ザ・グランユアーズフクイ）

（丸岡城のまちコミュニティセンター）

敦賀RC
（福井銀行敦賀支店 2F）

大野RC
（大野商工会館）

福井北RC

福井水仙RC
（福井パレスホテル）

武生府中RC
（越前たけふ農協会館 3F）

敦賀西RC
（敦賀プラザ萬象）

福井RC

三国RC
（バードグリーンホテル レジーナ）

（三国観光ホテル）

鯖江RC
（鯖江商工会館 4F）

福井西RC

（福井県護国神社）
福井西RC

（ホテル リバージュアケボノ）
福井あじさいRC

前年度累計　204,000 円

橿尾輝之　　本日も宜しくお願いします。

藤岡茂樹　　熱中症にも注意です。

廣瀬充　　　古市氏は理事会でもスヤスヤでした。

長井眞見　　今日は立秋。しかし残暑厳しいです。来週はお盆。

　　　　　　先祖の供養をしましょう。仏教訓より「肉眼は他の

　　　　　　非が見える、仏眼は自己の非にめざめる」

武田幸夫　　すみませんが早退させて頂きます。

山下徳太郎　毎日コロナコロナでうんざりするけど頑張ろう。

森陰輝夫　　やっぱり皆様の顔を拝見するとホッとします。

堀川和子　　お盆ですネ～！連休、お盆の期間中のご家族・ご友

　　　　　　人達との会食の御予約をお待ちしております。

小寺邦夫　　お盆は全店無休で営業してます！皆様の来店お待

　　　　　　ちしてます！

日置友純　　コロナワクチンが一刻も早く承認されますように。

福澤幹也　　こんにちは！

朝田健一　　次こそは出来る事を願いまして。

増田浩三　　紹介します。例会後に古市さんところの日下部で

　　　　　　食事しました。良かったですよ。

桒野幸信　　ゴルフばっかり行って真っ黒です。

近藤実、田中義乃、末永雄樹、竹内義隆、太田宏史、古市恭也

南伊津美、水口正行、河合正浩、太田貴司、孫﨑健次、野原哲也

8月25日（火）福井南RC   12時～12時30分
福澤幹也、橿尾輝之、藤岡茂樹、長井眞見、森陰輝夫、小寺邦夫、田中義乃、近藤実
光山晃、孫﨑健次、太田貴司、朝田健一、桒野幸信、末永雄樹、廣瀬充、竹内義隆
加藤達夫、山下徳太郎、中村栄子、河合正浩、日置友純、太田宏史、野原哲也　各君

橿尾輝之、藤岡茂樹、森陰輝夫、小寺邦夫、横山剛史、福澤幹也、太田貴司、
日置友純、山下徳太郎、朝田健一、桒野幸信、末永雄樹、太田宏史、廣瀬充、
竹内義隆　各君　

同じくイタリアの第2041地区はネットで寄付を募り、ミラノの催事場に
建てられた400床の病院で新型コロナウイルス患者の治療にあたる医師
や看護師のために、防護用品を購入しました。
　香港では、ロータリークラブが資金を集めて医療品を購入し、公営住宅
を訪問してマスクと殺菌剤を配りました。
スリランカのロータリークラブは、空港トイレに体温計を設置したほか、
コロナウイルスに関する認識向上のポスターを作成して全国の学校に配
りました。
パキスタンのカラチ・ダラクシャン・ロータリークラブは、数千枚のマス
クを地元市民に配布しました。
　第3700地区（韓国）内のクラブは、赤十字に155,000ドルを寄付しまし
た。
ナイジェリア、アクワイボム州のロータリークラブは、ウイルスの恐ろし
さを伝えるキャンペーンを実施。地元の2つの学校でコロナウイルスに
よる病気と予防法について指導したほか、健康維持のための衛生習慣に
関する資料を配布しました。
　米国（メリーランド州）のメトロ・ベテスダ・ロータリークラブでは、各
ボランティアが毎週、隔離状態にある一人暮らしの市民に連絡して状況
を確認し、必要なものがないかどうかを尋ねています。会員はまた、この
ような人びとの玄関先に花を届ける活動も行っています。
危機への対応にテクノロジーを活用
　直接会う例会や行事を中止・延期したクラブと地区は、親睦を保つ独自
の方法を見出し、奉仕活動に工夫を凝らすことでパンデミックに対応し
ています。
フェニーチェ・デル・トロント・ロータリーEクラブは、3月11日に行った
オンライン例会に一般の人びとを招待。ウイルス学者を講演者に招き、コ
ロナウイルスの感染経路や予防方法に対する知識を広めました。
シンガポール・ロータリークラブはウェビナーを実施し、疫学者と感染症
専門家を招いて、コロナウイルスとパンデミックに関する疑問や懸念に
答えてもらいました。
　イーストジェファーソン・カウンティ・ロータリークラブ（米国ワシン
トン州）は、クラウドファンディングを活用し、宅配サービスを行う地元
の食料品店、薬局、レストランのオンラインリストを作りました
ヘレフォード（英国）のロータリー会員は、支援を必要とする人と、支援を
提供できる人・団体をつなぐために、ロータリー会員や一般の人びとから
成るフェイスブックのグループを立ち上げました。3月14日に開始して
以来、6,900人以上がグループに参加しています。
　ショウンバーグ・ホフマンエステイツ・ロータリークラブ（米国イリノ
イ州）は、予定されていた毎年恒例の募金行事の2日前に、この行事を
フェイスブック上で実施することを決定。100品以上のオークションを
行い、前年とほぼ同額の100,000ドル以上の募金に成功しました。行事で
ふるまう予定だった350人分の食べ物は、地元の恵まれない人びとに届
けられました。
　シリコンバレー・ロータリーEクラブ（米国カリフォルニア州）は、他ク
ラブの会員を招いてオンライン会議を開き、会員がつながりを維持する
ためのデジタルツール活用法を紹介しました。この会議を録画し、会員が
いつでも閲覧・シェアできるようにしています。
　第34ゾーン（米国の一部とカリブ海諸島）は、会員のつながりを保つた
めのオンラインツール活用ガイドを作成。カリビアン7020ロータリーE
クラブは、ゾーン内のクラブがオンライン例会を実施できるよう援助し
ています。


